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研究成果の概要（和文）： 
 談話は複数の層からなっており、現実世界の出来事（＝事態）を、どのようにとらえ（＝
場面意識）、内容をどのように組みたて（＝構造）、どのように言語記号化するか（＝表現）
という各層それぞれに、各言語の発想法が認められることを明らかにした。たとえば依頼
談話は、中国語、韓国語では要求的発想をとり、構造、表現ともに直接的であるが、日本
語では懇願的発想にたち、構造、表現ともに間接的である。本研究では、対照談話論的に
みた日本語談話の発想的特徴と、日本語内の談話的方言差について、理論と実証の両面か
ら論じた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 According to the synchronous grouping model, a discourse unit has four distinct 
layers: an actuality; an attitude; a macrostructure and an expression. The articulation 
of each of these layers differs in Chinese, Korean and Japanese. For example, in 
Chinese and Korean request speech, the speaker’s attitude is close to that of making a 
claim on the listener and the macrostructure and expression are more direct compared 
with those in Japanese. In Japanese request speech, the attitude resembles that of an 
appeal and the macrostructure and expression are less direct. Thus, in this research, 
Japanese speech style and modes of thinking are described both from a theoretical 
aspect and by referring to empirical data viewed through contrastive linguistics and  
contrastive dialectology. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
 日常的に使用されている表現の談話展開
は、その文化が有している発想のしかたに支
えられている。発想と表現との関係を追求す
る研究領域には、意味論、語用論、社会言語
学があり、研究的な蓄積が重ねられてきてい
る。しかしながら、先行研究では、談話展開
や言語行動の言語面がどのようになってい
るかという点に関心をおいた研究が多く、な
ぜそうした談話展開となるのかについて、
人々の意識や文化型の側面からも体系的に
考察しようとする研究は少ない状況である
と感じられた。さらに、変種ごとに談話展開
の差異があることについては、研究がほとん
どみられなかった。 
 また、外国語母語話者が日本語の自然な談
話展開を身につけようとするとき困難が生
じることについて、すでに指摘がなされてい
たが、有効な日本語教育方法はまだ開発の途
上であった。こうした場合、個人的な指導経
験のうえからは、談話展開の言語面について
指導するよりも、日本語的発想のしかたを指
導するほうが効果的であることを感じてい
た。 
 以上をふまえて、日本語談話の発想と表現
との関係について、談話論の理論的枠組みを
構築しつつ体系的に記述し、日本語学習者が
コミュニケーションの上で人格的誤解を受
けることがないよう、談話接触上の諸問題の
解決にもつながるような基礎研究を行うこ
とをめざした。  
 
２．研究の目的 
 
 申請当初の目的は、日本語的発想と表現と
の関係について、対照談話論的に考察分析す
ることにあった。具体的には、以下を研究目
的とした。 
（１） 現代日本語における発想と表現の関

係を記述整理する。 
① 日本語日常談話のテキストの種類を

整理する。 
② 談話の連鎖にみられる表現の談話型

を明らかにする。 
③ 談話表現を選択する際の発想を、話

者の「認識型」として同時に記述対
照にする。待遇関係についても変数
として考慮する。 

④ ①から③の記述を、体系的に整える。 
（２） 談話型と認識型を考慮した日常談話

の収集文字化を行い、談話データベ
ースの雛型を作る。 

（３） 談話型と認識型およびそれらの関係
について、変種ごとの差異を明らか
にする。 

（４） 上記の記述にもとづいて、日本語談
話論の理論的整備を行う。 

 
３．研究の方法 
 
 本研究が、最終的に採用した研究の方法は、
次の通りである。 
（１） 実例談話資料と内省談話資料の双方

を活用する研究方法を新たに工夫し
た。 

（２） 対照談話論的方法を用いて進めた。 
（３） 採用した研究方法にもっとも適する

共同研究体制で行った。 
 従来の談話研究においては、実例談話資料
を用いることが中心であったが、本研究は、
内省談話資料の長所を積極的に評価し、活用
したところに独創性がある。 
 内省談話資料を用いた場合の長所は、話者
の談話使用意識の内省的観察が可能になる
ことである。これにより、談話型と認識型の
考察が、無理なく行えるようになった。また、
ありえる談話展開だけではなく、ありえない
談話展開について言及が可能になり、この点
にも長所が認められた。 
 他方、内省談話資料を用いることの短所は、
個人差についての位置づけが難しい点にあ
る。談話意識のどこまでが言語共同体におけ
るラングとして共有されているかについて
の検証が行われていないため、内省資料分析
の一般化は慎重に進める必要がある。 
 この方法の長所を生かし、短所を補うため
に、本研究では、内省分析を行う共同研究者
の選定に次のような工夫をした。 
 まず、研究１年目の研究体制を、研究代表
者１名と、海外共同研究者２名によって整え
た。また、２年目からは、ここにさらに日本
人共同研究者１名を加えた。 
韓国語を母語としつつ第２言語としての

日本語変種を使用する研究者（＝韓国日本語
人）と、中国語を母語としつつ第２言語とし
ての日本語変種を使用する研究者（＝中国日
本語人）と、日本語を母語とする研究者（＝
日本語人）が、緊密な連携のもとに共同研究
を進めた。韓国日本語人と中国日本語人と日
本語人の言語差は大きいため、三者の内省を
対照させたときに明らかになる日本語談話
の性格をとりあげ、位置づけていった。この
研究体制をとることによって、個人差の面よ
りは、並置させたときに着目される日本語談
話の発想と表現の特徴をとりだすことがで
きた。 
なお、日本語内の方言差については、主と

して公刊された資料を活用した。 
 また、作例談話資料に加えて、実例談話資
料も並行して収集を続け、活用した。 
 



４．研究成果 
 
 主たる成果は、以下の通りである。 
 
（１）談話論の観点から、談話単位の性質を、
包括的にモデル化した。 
次の A から D の４層が同時に結節してい

るという談話モデル（【図１】）を仮説として
立てることにより、説明が容易になった。 

A：現実世界の出来事（＝事態） 
B：事態のとらえかた（＝場面意識） 
C：表現内容の組みたて（＝構造） 
D : 表現内容の言語記号化（＝表現） 

そして、これら B,C,D の各層それぞれに、
各言語の発想法が認められることを指摘し
た。 
 

時間的展開⇒⇒⇒⇒ 

A 〔事態〕  

B ｛場面意識｝  

C ≪談話構造≫  

D //談話表現//  

 

【図１】談話の同時結節モデル(部分) 

 
（２）依頼談話と申出談話を中心に分析し、
韓国語、中国語と対照させた時に見出せる日
本語の談話種の弁別的特徴を、B,C,D の各レ
ベルにおいて記述した。 
依頼談話を例にとると、中国語、韓国語で

は要求的発話態度をとり（または要求的場面
意識を有し）、構造、表現ともに直接的であ
るが、日本語では懇願的発話態度をとり（ま
たは懇願的場面意識を有し）、構造、表現と
もに間接的であった。 
 談話種のありかたには、言語ごとに固有の
発想的特徴があることを明らかにした。 
（３）談話展開には、方言差があることを明
らかにした。 
（４）第２言語としての日本語変種には、母
語の干渉が談話レベルにおいても見られる
ことを明らかにした。 
 
 以上、本研究で得られた（１）から（４）
の成果は、いずれも談話論における新しい知
見であり、国内外の日本語談話研究に新たな
研究方法の提示と成果を加えることができ
た。また、日本語教育学や接触言語問題の解
決に資する福祉言語学においても新知見を
示すことができた。 
 今後は、談話種の弁別的特徴の抽出をさら
に進めるとともに、そうして得られた弁別的
特徴が、現実の自然談話の分類に、どこまで、
どのように有効かについて、検証考察を行い

たい。 
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